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みんなでつくる！

ながくて未来図
NewsLetter NO.⑧

2018.6 月発行

長久手市経営企画課

プログラム

14:00 ふりかえり

14:10 アイスブレイク

14:15 宿題の共有

14:35 チーム分け

14:45 グループワーク

チームで、「10 年後の目指すべき姿を
実現するために、自分たちでできること」
を考えよう！

15:55 おわりに

■特に「気づいたこと」や「発見したこと」は？

・チームで話し合う際に、役割を決めることが重要だと気づいた。

・個人で考えていたことが、大勢の人と共有できてとてもよかった。

・おもしろいプロジェクトができて、それが実現できそうで楽しみ。

・学生の考えは、非常に具体的だと感じた。

・長久手の将来について話し合う場に、若い方々の参加が多く驚いた。

・
■自由意見

・実際にプロジェクトを進めるためには、今日の参加者だけでなく、もっと多くの人を集めることが

大切ですね！

・グループワークの際に、チームのテーマと少し違う話をされた方の意見を反映できなかったのが、

心残りでした。

・参加者が段々減ってきている。これまでの参加者に声をかけてはどうか。

2018 年5 月26 日（土）

14：00～16：00
西庁舎３階研修室 参加者 43名
本市では、現在、第６次総合計画（愛称：なが

くて未来図）の策定の一環として、平成 29 年度に

みんなで考えた10年後の目指すべき姿を実現する

ために、市民のみなさんで取り組む内容をまとめ

た「市民まちづくりプラン」の検討作業を進めて

います。

４月に１回目のワークショップを開催し、今回

は２回目。中学生からご年配の方まで、幅広い世

代の方が、「自分ならこんなことしてみたい！」と

いうことを発表し、アイディアの方向性が似てい

る人同士等でチームに分かれ、合計８チームが「自

分たちができる取組の内容」について話し合いま

した！

第２回のワークショップを経て、８つのチーム

ができました。第３回も、このチームをベースに、

8月から９月頃にかけて行う「お試しアクション」

の準備のための話し合いを進めます！

今後も、このチームをベースに進めていきます

が、「新しいメンバーの加入」や「新チームの結

成」は大歓迎ですので、ちょっとでも興味がある

方は、ぜひぜひお越しください！！

いつでも、どなたでも大歓迎です！！

日時：2018 年６月30 日（土）10：00～12：00
場所：市役所西庁舎３階 研修室

内容：「お試しアクション（＝実際に行ってみる具体的な取組）」を考える
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ઔ こちらから申し込めます→

スマイルポイント対象事業～第３回市民まちづくりプランづくり会議～

を開催しました！

後今 予の 定

ンア ―ケ ト よ り

第６次総合計画づくり事業

4/22 市民アクションのアイディア出し

5/26 チーム編成・「お試しアクション」の検討

6/30 「お試しアクション」の検討

お試しアクションの実施（8月～9月）

9 月頃 「お試しアクション」のふりかえり

12月頃 「お試しアクション」発表会

平成30年度中にプラン策定・
平成31年度以降の本格実施へ！

○済

○済

★第３回以降の予定については、追って情報提供していきます★



グループワークに入る前に、まずはみんなの緊張をときほぐすため

に、ゲーム感覚のアイスブレイク！参加者がコミュニケーションをと

りあいながら、「背の高さ順」に並び、大きな一つの輪になりました！

第１回のホームワークシート

多くの方が書いてきてくれました！

イア ブス レ イ ク ルグ プー ワ ー ク

今回から、アイスブレイクの進行を若手職員プロジェクトチーム

メンバーが務めます！

記念すべき初回の担当は、長江くんが務めました！

題宿 共の 有

タイトル 目的

取組内容

第１回のワークショップの最後に、「自分だったらこのアイディアを実現してみたい！」というも

のをホームワークシートに書いていただく宿題をお願いしました。

多くの方がしっかり宿題を書いてきてくださいました。また、第２回からの参加の方には、その場

でアイディアを考えてもらいました。宿題の共有では、「自分だったらこのアイディアを実現してみ

たい！」と思うもののタイトルを画用紙に大きく書き、その内容を参加者全員に向け発表しました！

考えたアイディアの「タイトル」を

画用紙に大きく書く！

参加者全員が

順番に発表

ーチ 分ム け
参加者全員がアイディアを発表し共有した後、そのアイデ

ィアを実現するための「チーム分け」を行いました！

「チーム分け」は、右の視点を意識しながら行い、中学生

からご年配の方まで幅広い世代の方がごちゃ混ぜのチームが

８チームできました！

仲間集めの視点
～こんな人とチームになろう！～

¡ アイディアの方向性が似ている人

¡ アイディア同士で、「相乗効果」を生

みそうな人

¡ 自分のアイディアを捨ててでも、この

人のアイディア実現に協力したいと

思える人

¡ 「なんか好き！」と直感的に一緒にや

りたいと思った人

グループワークを始める前に・・・

話し合いのルールを守ろう！

①傾聴 「人の話をよく聞く！」

②否定しない 『「いいね！」を心がけよう！』

③主語＝私たち

『アイディア実現の主体は、「市民」のみなさん！

主語は、「私」「私たち」「市民」と言うことを意識』

チームの役割分担を決めよう！

F：ファシリテーター＝話し合いの進行係

G：グラフィッカー＝話し合いの記録係

T：タイムキーパー＝時間の管理をする係

M：ムードメーカー＝いいリアクションで盛り上げ係

グループワークでは、各チームごとに、まずは一人ひとりが、全体で発表し

た「自分だったらこのアイディアを実現してみたい！」というものの背景や補

足説明を行いました。

それぞれのメンバーの想いを共有した上で、みんなの想いや持ってる力を合

わせて、「このチームでだったら、何ができるか？」を考え、夏頃に行う「お

試しアクション（＝自分たちができるアイディアの実現に向けた最初の一歩と

なる具体的な取組）」を考え、ワークシートにまとめていきました。

プロジェクト名

目的・ねらい

具体的な活動内容

次回までにやってくること

ワークシート⇒

チーム名

大好き長久手自然隊

プロジェクト名

プレーパークを作り隊

目的・ねらい

子どもから大人までみんなが遊べ

る“場”をつくる

具体的な活動内容

・雑草・外来種・竹藪の除去

・里山の整備

・子どもが楽しめる「竹遊び」

チーム名

おしゃべり隊♡

プロジェクト名

何事も横断的にまず一歩

目的・ねらい

顔見知りになること

具体的な活動内容

・ちょっとした知恵を会話のネタ

に、声かけ・あいさつを広める

・犯罪が起きない環境づくり

・ゴミ拾い等のボランティアを

定例的に行う！

プロジェクト名

学生の知恵を活かし地域課題を解

決する仕組みづくり

（通称：ボクラモ）

目的・ねらい

・学生が活躍できる場を増やす

・学生が地域とのつながりを持つ

具体的な活動内容

・学生を講師として、小学生を対

象とした体験型イベントを開く

・場所は、文化の家、

ござらっせ等

チーム名

場

プロジェクト名

もちより場

目的・ねらい

老若男女が、つながり、楽しみ、

親しくなり助け合う場所をつくる

具体的な活動内容

・手持ちの材料を持ち寄り、気軽

にバーベキューやお茶飲み会！

・場所は、どなたかの庭や縁側

・まずは、場所探し

場所は、文化の家、ござらっせ等

チーム名

わいパクチーム

プロジェクト名

香流川沿いＢＢＱ大会

目的・ねらい

食を通じて地域住民の交流を図る

具体的な活動内容

・材料集め（野菜作り体験・野菜

をつくっている人からもらう）

・持ち寄りでＢＢＱや花火！

・野菜をもらえる「つて」探し

・ＢＢＱや花火ができる場所探し

チーム名

Ｎ－eco

プロジェクト名

公共交通体験記

目的・ねらい

・公共交通の利便性を高める

・公共交通の良さを知ってもらう

具体的な活動内容

一日だけ車に頼らず、公共交通の

みで移動してみて、どんな所に行け

たかや、使ってみて良かった点・

悪かった点をレポートにまとめる

プロジェクト名

教室で学ぼう！

目的・ねらい

・地域の人材活用

・地域の子ども達の思い出づくり

具体的な活動内容

・高校の文化祭にまちに関する展

示コーナー設置

・準備を、地域の子ども達に手伝

ってもらう

・市民でノウハウのある人にサポ

ートしてもらう

チーム名

自然環境に関して！

プロジェクト名

緑を守ろう！

目的・ねらい

自然環境を守る

具体的な活動内容

・外来種の駆除

・杁ヶ池公園の水質調査

・落ち葉掃き

・山林、田畑の荒廃を防ぐＮＰＯ

法人のような団体を立ち上げる

最後は、チームでの話し合いの結果を発表し、全体で共有しました！


